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青少年問題の悩みなどお気軽に

饗う豪農

24-08 0 0

(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

歴史資料館企画展

　　一近世笠取山地の地域と生活一

　歴史資料館では､３月30日まで企画展一山あいの村々－

を開催しています。これは､市内の山間部に位置する゛笠

取″の地域史を学ぶことで、現在の生活基盤を知ろうと

いうものです。民具など多数展示。ぜひご来場ください。

卜
民
具
の
解
脱
を
聞
く
来
館
者
（
１
月
1
6
日
）

　　　　マルカンゴとカンゴ

伏見や近江の瀬田まで、これを担い

で行きました。山の産物を市場へ運

び、町の商品を買って帰ります。

第1回歴史講座　笠取山地の村々

　参加自由

民
具
な
ど
約
8
0
点
展
示

　
宇
治
川
の
深
い
峡
谷
か
ら
支
流

に
沿
っ
て
北
へ
分
け
入
る
と
、
山

並
み
の
間
に
、
平
地
と
は
ち
が
っ

た
世
界
が
広
が
っ
て
冷
ま
す
。

　
宇
治
市
笠
取
－
四
方
を
山
に
囲

奔
れ
、
京
都
、
近
江
（
滋
賀
）
に

接
す
る
山
間
地
で
す
。

　
こ
の
よ
ラ
汪
嘗
に
あ
る
笠
取

山
地
の
村
々
は
、
一
般
的
な
山
村

の
牛
活
に
見
身
殖
ち
な
、
町
か

ら
孤
立
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

３
月
3
0
日
ま
で
開
催
・
入
場
無
料

交
流
か
痔
ち
な
が
ら
暮
β
し
て
来

た
こ
と
が
資
料
か
ら
石
分
か
り
ま

す
。

　
こ
こ
で
は
既
に
中
世
か
ら
、
醍

醐
寺
を
領
主
と
す
る
山
の
荘
園
。

　
（
柚
〈
そ
ま
〉
＝
木
の
茂
っ
た
山
、

ま
た
は
木
材
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
領
有
あ
る
い
は
ｔ
霖
し
た

山
）
と
し
て
、
炭
や
柴
（
し
ば
）
、

木
工
品
な
μ
山
地
特
有
の
産
物
を

供
給
し
、
ま
た
、
醍
醐
寺
へ
の
労

役
に
出
る
な
ぺ
独
特
の
生
活
が

営
次
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
田
畑
と
な
る
土
地
が
少

な
い
う
え
、
作
物
登
宛
ら
于
動
物

に
よ
く
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

山
の
風
土
が
高
級
せ
ん
茶
の
成

育
に
適
し
、
近
世
中
期
か
ら
製
茶

業
が
中
心
的
な
産
業
と
な
り
ま
し

た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
民
具
の
中

で
も
、
製
茶
に
関
す
る
多
く
の
道

具
が
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
製
茶
業
は
、
後
々

も
こ
の
地
域
の
重
要
な
産
業
と
な

り
ま
し
た
。

　
山
の
暮
ら
し
は
、
ひ
っ
そ
り
と

し
た
印
象
を
あ
た
え
ま
す
。
に
茄

し
、
こ
の
笠
取
山
地
で
は
、
生
活

習
Ｅ
の
入
手
経
路
や
性
格
な
芦
示

ら
、
村
人
と
、
特
に
京
都
、
近
江
、

そ
し
て
山
す
そ
の
村
々
と
の
幅
広

い
交
流
が
シ
か
が
え
、
今
日
の
笠

取
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
地
域
史
を
通
し
て

　
見
直
す
現
代
社
会

　
こ
の
ぷ
っ
に
、
一
つ
の
地
域
に

焦
点
か
当
て
、
そ
こ
に
暮
β
し
た

人
々
の
牛
活
形
態
や
歴
史
の
痕
跡

を
確
か
め
、
ま
と
め
た
も
の
が
地

域
史
で
す
。
地
域
史
を
探
っ
て
行

く
中
か
ら
は
、
必
ず
現
在
の
生
き

　　　　　、キンマ

木材を山から運び出す時に使われ

る一種のソリですが、緩い傾斜に

丸太を横に並べたキンマ道を滑ら

せます。底部から先端の制動棒に

ワイヤーロープを巻きつけて、斜

面を慎重に下ります。

　　一地域史の視点から一

宇治市歴史資料館

　　　　ｌ　秋山元秀館員

と　き　　３月22日出

　　　　　　　午後m半～3時半

ところ　　中央公民館展示集会室

問い合わせ　　歴史資料館(a⑩i3ii)へ

■■--香香一香---■■■■■■-----･----■■■■■■･｡

　　　テッポウ(鉄砲)

　農作物に危害を及ぼす動

　物を追い払うために、領

　主や有力な農民から鉄砲

　を借りて、空砲をうつこ

　とがありました。

1
1
1
1
1
1
1
1

方
と
の
か
か
わ
ぴ
が
見
い
出
さ
れ
、

今
後
の
町
づ
く
り
の
参
考
に
も
な

り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
あ
ふ
れ
満

ち
足
り
た
現
在
、
先
人
が
生
き
る

た
め
に
工
夫
を
し
、
残
し
た
も
の

を
知
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
生
き

る
屡
曼
海
え
る
う
え
で
大
切
な

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
身
近

な
歴
史
か
後
世
に
伝
え
る
こ
と
も
、

私
た
ち
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ

シ
か
。
歴
史
資
料
館
で
は
、
今
後

も
各
地
域
の
歴
史
を
探
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
毒
了
。

優
秀
選
手
や

指
導
者
な
ど
が
対
象

市
で
は
こ
の
程
、
体
育
・
ス

興
に
多
年
に
わ
た
り
功
績
の

あ
っ
た
も
の
（
た
だ
し
、
過

去
に
同
一
の
理
由
に
よ
り
、

市
長
の
表
彰
か
受
け
た
も
の

は
除
く
）
９
①
優
秀
な
選
手

の
育
成
指
導
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
人
ま
た
は
団
体
②

国
民
体
育
大
会
等
全
国
的
競

技
会
に
選
手
と
し
て
1
0
回
以

上
出
場
し
、
相
当
な
成
績
を

収
め
た
人
ま
た
は
団
体
③
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
組
織
や

団
体
等
で
、
お
よ
そ
卵
一
年
以

上
に
わ
た
り
そ
の
普
及
、
振

推薦受け付けは２月５日まで

　
興
、
発
展
に
顕
著
な
功
績
／

　
を
収
め
た
人
ま
た
は
団
体
④

　
競
技
審
判
、
競
技
会
の
運

　
営
、
記
録
の
収
集
、
情
報

　
提
供
等
の
特
定
の
分
野
で
、

　
お
よ
そ
2
5
年
以
上
に
わ
た
り

　
貢
献
し
た
人
ま
た
は
団
体
⑤

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

　
か
か
る
学
術
研
究
等
に
功
績

　
の
あ
っ
た
人
ま
た
は
団
体
⑥

　
そ
の
他
特
に
体
育
・
ス
ポ
ー
’

　
ツ
の
普
及
、
振
興
に
功
績
の

　
あ
っ
た
人
ま
た
は
団
体
。

▽
推
薦
手
続
き

　
　
２
月
５
日
困
ま
で
に
、
推

　
薦
調
書
（
市
民
体
育
課
に
あ

　
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
、
市
民
体
育
課
（
〒
Ⅲ

　
宇
治
市
宇
治
琵
琶
4
5
・
宇
治

　
市
教
育
委
員
会
内
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
　
詳
ト
ご
は
、
市
民
体
育
課

　
　
（
豊
の
3
1
4
1
）
へ
お
尋

　
ね
く
だ
さ
い
。

　
受
賞
者
は
、
三
月
一
日
に
行

う
市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念

式
典
で
、
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

　
日
常
生
活
に

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
を

　
最
近
市
内
で
も
、
朝
夕
に
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る
人
や
、

休
日
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
テ
ニ

ス
忿
采
し
ん
で
い
る
人
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
体
力
づ
く
り
と
豊
か
な

牛
活
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
職
場
な
ど
で

も
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
グ
ル

ー
プ
が
次
第
に
育
っ
て
来
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

熱
が
盛
ぴ
上
が
っ
て
来
て
い
る

中
で
、
老
若
男
女
す
べ
て
の
市

民
が
、
日
常
牛
活
で
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
気
軽
に
行
え

る
よ
う
、
条
件
整
備
に
取
り
。

組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
で
、
六
十
三
年
京
都

国
体
夕
成
功
さ
せ
ま
し
１
つ
＼
°

　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）
　
＆

549

、
優
秀
選
手
や

　
指
導
者
な
ど
が
対
象

　
市
で
は
こ
の
程
、
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
と
競
技
力

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
し
饉
秀
な
成
績
を
収

め
た
人
や
団
体
、
ま
た
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
と
発

展
に
貢
献
し
、
振
興
に
寄
与
し

た
人
や
団
体
に
対
し
て
栄
治

市
ス
ポ
ー
ツ
戸
表
彰
を
行
い

毒
ｙ
。
こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
法
第
一
五
条
の
規
定
に
薦
つ

い
て
本
市
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　
た
だ
今
、
第
一
回
宇
治
市
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
被
表
彰
者
の
推
薦

敬
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
次
の
球
準
に
該
当
す
る

人
ま
た
は
団
体
が
あ
れ
ば
、
市

民
体
育
課
ま
で
推
薦
調
書
夕
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

　
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、

　
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
人
、

　
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
が
あ

　
る
団
体
か
そ
れ
に
所
属
し
て

　
い
る
人
。

▽
推
薦
の
基
準

　
　
○
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
優
秀

　
な
成
績
を
収
め
た
も
の
＝
昭

　
和
6
0
年
１
月
１
日
か
ら
1
2
月

　
3
1
日
の
間
に
、
近
畿
や
西
日

　
本
の
大
会
ま
た
は
、
全
国
・

　
世
界
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

　
収
め
た
人
ま
た
は
団
体
。

　
　
○
体
育
－
ス
ポ
ー
ツ
の
振

宇治市スポーツ

賞を新設

Ｉ
市
民
綱
引
き
大
会
（
１
月
1
9
日
・
広
野
中
学
校
）

山間の村々



正しく、お早目に

２
月
1
7
日
か
ら
受
け
付
け

　
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
正
し
い
申
告
と
納
税
は
、

健
全
な
市
民
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。
申
告
に
当
た
っ
て
は
、
税
務
職
員
や
税
理

士
に
も
十
分
相
談
し
て
、
誤
り
の
な
い
正
し
い
申
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め

し
ま
す
。
ま
た
、
申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
出
来
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
早
目
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
告
期
間
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

と
同
じ
二
月
十
七
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

住
民
税
の
申
告

　
申
告
の
必
要
な
人

　
①
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
現

在
で
宇
治
市
内
に
住
所
を
有
し
、

六
十
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
②

宇
治
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
ま

た
は
家
屋
の
あ
る
人
。

　
な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
で

非
課
税
対
象
に
な
る
人
で
も
、
児

童
手
当
や
福
祉
関
係
、
国
民
健
康

保
険
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま

す
の
で
申
告
を
し
て
Ｉ
だ
さ
い
。

　
申
告
の
必
要
が
な
い
人

　
①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
人
②
住
民
税
が

毎
月
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い

る
人
。

りに大きく生かされています。▲税金は暮らしの周辺整備や町づく

　　(仮称・広野公民館の建設工事)

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
（
利
子
・
配
当
・
不
動
産
な
ど
）

が
あ
る
場
合
は
申
告
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
申
告
時
の
注
意
点

①
住
所
に
つ
い
て
・
：
申
告
書
に
は
、

　
六
十
一
年
一
月
一
日
現
在
の
住

　
所
と
現
住
所
の
記
入
鴛
電
話

　
番
号
も
忘
れ
ず
に
。

②
収
入
な
ど
を
証
明
す
る
も
の
・
：

　
収
入
金
額
や
必
要
経
費
が
分
か

　
る
書
類
や
源
泉
徴
収
票
・
収
入

　
証
明
書
な
ど
の
持
参
鴛

③
領
収
書
な
ど
・
・
・
国
民
健
康
保
険

　
料
、
国
民
年
金
な
ど
の
領
収
書
、

　
市
民
税
課
で
は
、
里
覇
間
中

は
土
曜
日
も
平
日
ど
お
り
、
午
後

五
時
ま
で
市
・
府
民
税
の
里
曼

け
付
け
を
し
て
い
求
ず
］
。

住民税の出張受け付け日程表
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し
示
す
と
、
「
う
っ
か
り
ミ
ス
」

と
思
っ
た
も
の
で
も
、
本
税
の
ほ

か
延
滞
税
は
も
ち
う
べ
過
少
申

告
加
算
税
や
重
加
算
税
が
加
算
さ

れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
漏
れ
て

い
た
所
得
よ
り
も
多
い
額
か
納
め

る
こ
と
に
な
ぴ
か
ね
ま
せ
ん
。

　
申
告
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
も
う

一
度
チ
エ
″
ク
を
し
て
正
し
い
申

告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
白
色
申
告
者
も

　
収
支
内
訳
書
を
添
え
て

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ

る
場
合
（
青
色
申
告
者
忿
除
ぐ
）

　
小
規
模
事
業
者
の
確
定
申
告
の

手
助
け
忿
ず
る
た
め
、
左
表
の
日

程
で
相
談
所
を
開
設
し
未
了
。
こ

は
、
昭
和
六
十
年
分
の
確
定
申
告

書
か
提
出
す
る
時
に
、
そ
の
年
の

総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容

を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
宮
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
水
子
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
分
か
五

十
九
年
分
の
事
業
所
得
等
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
三
百
万
円
を
超

え
る
場
合
は
、
記
帳
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
を
す
る
時
に
、
あ
わ
て

な
い
で
済
な
ぶ
フ
に
、
今
か
ら
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
税
務
署
）

の
相
談
所
は
、
税
翠
m
宇
治
支

部
、
納
税
協
会
、
宏
謡
工
会
議

所
の
共
催
で
す
。

納
税
相
談
所
を
開
設

　
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に

※時間は、いずれも午前10時～正午と午

　後１時～4時。

納
入
業
者
の
登
録
申
請

２
月
１
日
か
ら
受
け
付
け

　
宇
治
市
学
校

給
食
会
で
は
、

年
間
百
八
土
八

日
、
一
日
約
一

万
八
千
食
分
の

給
食
を
作
る
た

め
に
必
要
な
物

資
を
、
登
録
業

者
制
に
よ
否
四

目
別
入
札
方
法

で
購
入
し
て
い

未
す
。

学校給食用物資

　
登
録
を
希
望
ず
る
業
者
は
、

二
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

に
、
市
教
育
委
員
会
の
学
校

給
食
心
一
事
務
局
ま
で
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
申
し
込
み

に
は
、
登
録
料
一
万
円
と
所

定
の
申
請
書
類
登
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
が
出
来
る
の

は
次
の
項
目
に
該
当
す
る
業

者
で
す
。

　
①
市
内
ま
た
は
京
阪
神
地

域
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

②
相
当
な
資
本
で
経
営
さ
れ
、

相
当
額
の
販
売
実
績
が
あ
る

こ
と
③
常
時
営
業
を
続
け
て

い
る
こ
と
④
引
き
続
い
て
二

年
以
上
営
業
し
て
い
る
こ
と

⑤
指
定
の
期
日
、
時
刻
、
場

所
に
物
資
忿
納
入
す
る
こ
と

が
出
来
る
こ
と
（
五
校
以
上

に
納
入
す
る
こ
と
が
出
采
る

こ
と
）
。

　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

城
南
衛
生
管
理
組
合
で

　
指
名
願
い
の
受
け
付
け

’
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、

昭
和
六
十
一
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
、
設
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物

品
の
購
入
な
ど
に
つ
い
て
、

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
の
営
け
付
け
を
、

二
月
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま

刄
竹
い
ま
ず
。

　
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
、
城
南
衛

生
管
理
組
合
総
務
課
・
用
度

管
理
係
（
ａ
０
７
５
・
６
３

１
°
5
1
7
1
）
へ
ｏ

　
　
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）
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生
命
保
険
料
の
課
税
所
得
控
除

　
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収
書
な

　
ど
の
添
付
鴛

④
扶
養
家
族
の
記
入
・
・
・
扶
養
配
偶

　
者
や
、
そ
の
他
の
扶
養
家
族
の

　
記
入
を
漏
れ
な
く
。

⑤
郵
送
で
申
告
を
行
ヶ
場
合
…
記

　
載
事
項
の
誤
記
と
必
要
書
類
の

　
不
足
が
な
い
よ
ｙ
つ
に
注
意
欠

　
詳
し
ぐ
は
、
申
告
書
と
一
緒
に

郵
送
ｙ
る
「
申
告
書
の
書
き
西

を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。
（
市
民
税
課
）

所
得
税
の
申
告

　
正
し
い
確
定
申
告
を

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で

一
年
間
の
所
得
と
そ
の
税
額
か
計

各
所
で
出
張
受
け
付
け

市
・
府
民
税
の
申
告

　
ま
た
、
左
表
の
と
お
り
市
内
各

所
で
出
張
受
け
付
け
も
し
ま
す
の

で
、
お
近
ぐ
の
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

月　日 会　　場

2/20困 木　幡　公　民　館小　倉　公　民　館

2吻 伏見信用金庫六地蔵支店伊勢田公民分館

2㈲ 広　野　公　民　分　館西　小　倉　集　会　所

25(火)開　公　民　分　館旦　椋　公　会　堂

26(*) 紫ヶ丘公民分館六　地蔵　公　会堂

27困 東宇治消防分署西大久保集会所

28(i) 太陽神戸銀行宇治支店

前10時～正午と午

し、太陽神戸銀行

※時間は、いずれも午

　後１時~4時（ただ

　は午後３時まで）。

算
し
て
申
告
し
納
税
す
る
、
申
告

納
税
制
度
を
と
っ
て
い
未
了
。
昨

年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
お
早
目
に
申
告
と
納

税
を
し
て
Ｉ
だ
さ
い
。

　
里
品
れ
や
間
違
っ
た
申
告
を

所得税の納税相談日程表

月　日 会　　　場

2/20困 宇治商工会議所宇治市農協束宇治支店

2團 宇治商工会議所

2㈲
京都銀行小倉支店

25(火

26團 宇治市農協東宇治支店

27困 宇治商工会議所宇治市農協東宇治支店

3／3固） 宇治商工会議所
宇治納税協会

4火 京都銀行小倉支店
宇治納税協会

5困 京都銀行小倉支店宇治市農協東宇治支店

6困 宇治市農協束宇治支店

7吻
宇治商工会議所

lot月)

IK火) 京都銀行小倉支店

住民税・所得税の申告

問
い
合
わ
せ

所得税

確定申告

住宅取得控除など‥・

所得税確定申告説明会
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本
市
で
は
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま

で
の
幼
児
と
母
親
を
対
象
に
交
通

安
全
教
育
を
行
う
「
幼
児
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
市
内
各
地
域

で
毎
月
開
催
し
て
い
未
了
。

　
こ
れ
は
。
交
通
弱
者
で
あ
る
幼

１
婦
人
交
通
指
導
員
３
人
が
楽
し
く
指
導
し
ま
す
。

３
～
５
歳
児
と

　
　
そ
の
母
親
が
対
象

児
を
交
通
事
熱
石
守
り
、
交
通

社
会
に
適
応
出
来
る
安
全
な
行
動

と
基
礎
か
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
、
京
都
府
警
察
本
部
の

婦
人
交
通
指
導
員
が
交
通
安
全
に

つ
い
て
正
し
ぐ
指
導
す
る
も
の
で

す
。
　
六
十
一
年
度
も
新
た
に
「
幼
児

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
開
設
を

募
集
し
柔
ｙ
。
ご
希
望
の
町
内
会

は
、
市
役
所
交
通
労
政
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
お
問
い
m
せ
く

だ
さ
い
。
開
設
は
四
月
か
ら
で
す
。

　
子
ど
も
の

　
交
通
事
故
の
特
色

　
ｌ
ｉ
Ａ
Ｍ
５
の
交
通
事
故
の
特
色
は
、

①
三
～
五
歳
の
幼
児
に
多
い
②
自

：
：
：
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
　
　

　
一
交
通
安
全
教
育
は
、
幼
　
一

　
　
児
期
か
ら
始
め
る
こ
と
　
一

が
大
切
で
す
。

・・・・・・・・

｛
捉
て
で
多
発
③
午
後
四
時
ご
ろ

に
多
発
④
保
護
者
同
伴
中
が
多
い

⑤
飛
び
出
し
事
故
が
多
い
Ｉ
こ
の

ぷ
つ
に
幼
児
の
交
通
事
故
は
、
安

全
施
設
の
充
実
や
運
転
者
教
育
の

強
化
だ
け
で
は
発
生
を
抑
止
出
来

な
い
こ
と
が
、
事
故
の
特
魚
客

伺
え
ま
す
。

　
今
日
の
よ
ｙ
つ
に
、
複
雑
な
交
通

環
境
の
下
で
は
、
幼
児
の
交
通
安

全
教
育
は
組
織
的
、
計
画
的
に
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
一

層
の
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
地

域
住
民
、
特
に
母
親
の
自
発
性
と

五
ヶ
庄
広
岡
谷

大
塚
　
泰
平
ち
ゃ
ん

　たいへいちゃんは、とても愛き

　ょうのある男の子。人まねをして

　は、家中の人を笑わせています。

　この欄に掲載するお子さん（60

年２月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

お買物のめやす

消費者物価20（1月分

）

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
今
期
は
２
月
2
8
日
ま
で

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
の
今

期
の
受
け
付
け
は
、
二
月
二
十

八
日
廊
ま
で
で
す
。
家
庭
の
不

用
な
・
賜
や
、
譲
っ
て
欲
し
い

品
物
が
あ
れ
ば
、
電
話
ま
た
は

は
が
き
で
不
唇
回
報
セ
ン
タ

ー
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
宇
治

市
役
所
商
工
観
光
課
消
費
体
活

係
・
酋
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
登
録
中
の
品
物

　
〈
譲
り
ま
す
〉

　
レ
ザ
ー
張
り
い
ず
、
ス
リ
″

パ
立
て
、
座
敷
机
、
三
面
鏡
、
応

接
セ
″
ト
、
べ
″
ド
（
ダ
ブ
ル
ー

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ー
ベ
ビ
ー
）
、
ベ
ビ

ー
ダ
ン
ス
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
籐
（
と
う
）
敷
物
、
電
気

敷
毛
布
、
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
あ
ん

か
、
掘
り
こ
た
つ
、
電
気
炊
飯
ジ

ャ
ー
、
冷
凍
冷
蔵
庫
、
生
ビ
ー
ル

冷
却
機
、
電
動
芝
刈
り
機
、
洗
濯

機
、
ミ
シ
ン
（
家
庭
用
・
職
業

用
）
、
ク
ラ
リ
ネ
″
ト
、
電
気
オ

ル
ガ
ン
、
電
子
ピ
ア
ノ
、
都
市
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
、
都
市
ガ
ス
湯
沸

か
し
器
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
都
市

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ひ
よ
ラ
た
ん
池
、
火
鉢
、
バ
イ
ク

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ

　
〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

　
ベ
ッ
ド
（
シ
ン
グ
ル
ー
ダ
ブ
ル

・
折
り
た
た
み
・
ソ
フ
ァ
ー
・
ニ

三
種
混
合
予
防
接
種

　
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
市

内
十
一
台

防
接
種
（
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）
を
行
い
ま
す
。

詳
し
ぐ
は
、
六
十
年
度
版
「
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
：
２
～
４
歳
ま
で
の

幼
児
▼
実
施
方
法
・
：
Ｏ
第
１
期

・
・
・
２
～
４
歳
禾
満
の
間
に
３
～

８
週
間
間
隔
で
３
回
接
種
○
第

２
期
・
：
第
１
期
終
了
後
（
３
回

▲は減

段
）
、
食
卓
用
テ
ー
ブ
ル
、
本
箱
、

応
接
セ
″
ト
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、

も
ち
っ
き
用
せ
い
ろ
一
式
、
ぷ

ら
下
が
り
健
康
器
、
ス
チ
ー
ル

製
物
置
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ひ
よ

ラ
た
ん
池
、
組
ひ
且
に
、
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
デ
″
キ
、
録
音

テ
ー
プ
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、
小

型
冷
蔵
庫
、
扇
風
機
、
ホ
ー
ム
こ

た
つ
、
カ
セ
″
ト
デ
ッ
キ
、
除
湿

器
、
電
気
毛
布
、
ベ
ビ
よ

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
ベ
ビ
ー
運

搬
用
か
ご
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、

乳
母
車
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
湯
沸

か
し
器
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ

ー
、
自
転
車
（
大
人
用
・
婦
人
用
・

子
ど
も
用
・
三
輪
）
、
ピ
ア
ノ
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
、
剣
道
防
具
一
式
、

全
自
動
カ
メ
ー
フ
、
ス
キ
ー
用
－
叩

　
（
靴
・
板
・
ス
ト
ッ
ク
）
、
動
力
ミ

シ
ン
、
編
み
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
（
英
文
・
和
文
）
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

目
か
ら
）
、
１
１
１
年
半
の
間
に

１
回
接
種
Ｏ
第
３
期
・
：
小
学
校

６
年
生
で
１
回
接
種
。
学
校
で

驀
妊
か
っ
た
児
童
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
越
し
鴛
な
お
、

百
日
呟
き
に
か
か
っ
た
り
、
４

～
６
歳
未
満
の
幼
児
で
ま
だ
接

種
か
受
け
て
い
な
い
人
に
対
し

て
は
、
二
種
混
合
（
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）
を
行
い
ま
ず
。

　
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
　
（
保
健
予
防
課
）

551

連
帯
意
識
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

を
単
位
と
し
た
母
子
ぐ
る
み
の
交

通
安
全
教
育
が
、
適
切
な
指
導
の
’

下
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

お
知
ら
せ

　
在
宅
障
害
者

　
　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
二
月
に
行
う
事
業
で
す
。
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
ａ
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
6
日
間
、
午
前

1
0
時
～
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
一

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
豚
ま
ん
、

中
華
ス
ー
プ
▼
講
師
・
・
・
飯
塚
久
子

さ
ん
▼
対
象
…
肢
体
障
害
者
▼
材

料
費
・
：
約
五
百
円
▼
持
首
Ｔ
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
政
ん
、
母
兄
▼

申
し
込
み
・
・
・
２
月
７
日
面
ま
１

　
〈
茶
道
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
6
日
面
、
午
後

２
時
～
５
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総
合
福

祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
基
本
作
法
▼
講

師
・
：
桑
山
紹
子
さ
ん
▼
対
象
…
在

宅
障
害
者
▼
費
用
…
約
百
円
▼
申

し
込
み
…
２
月
７
日
面
ま
で
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
心
一
）

　
　
父
親
が

　
　
重
度
障
害
者
の
ご
家
庭
へ

　
「
児
童
扶
養
手
当
」
は
、
一
般
の

母
子
家
庭
だ
け
で
な
く
、
父
親
が

重
度
の
障
害
者
で
あ
る
家
庭
も
受

給
資
格
の
認
定
請
求
が
出
来
未
了
。

さ
て
、
こ
の
た
び
国
民
年
金
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
父
親
が
国

民
年
金
の
障
害
福
祉
年
金
ま
た
は

障
害
年
金
か
受
給
し
て
い
る
家
庭

に
つ
い
て
は
、
三
月
三
十
一
日
㈲

ま
で
に
「
児
童
扶
養
手
当
」
の
認
定

　この公表価格は、1月中旬に実施した消費者モニタ
―店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名･ 規　　　格 平均価ts
価格状況

最高
価格 訟吋前月比 吋前年比

灯　　油
18(店頭

　　円1,239 　　％▲0.2 　　％▲9.2 　　円1,350 　　円1.150

18t配達 1.280▲0.9▲11.2 1,3601,200

ガソリン
レギュラー1 t現金
売り 140轟G.7 3.7 142 135

アイッｙュ

　ペーノi－ 400枚入りl箱くｸﾘﾈ■iμ･ｽｺｯﾃｲ） 152 2.0 1.3 168 128

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cmX 20m 216 A2.7▲2.7 238 168

アルミ
　　ホイル 25ciiiX8 m 165 2.5▲0.6 200 110

シャンプー 液体ポリ容器220CC花王エッセンシャル 230．0 ▲1.7 230 225

洗濯用
　粉石けん 2.4kg 871 0.7 4.2 970 650

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 355 4.1▲2.2 500 298

is Sけ 切り身100g 319▲8､9 3.9 430 120

バレイショ 男爵ioog 21 5.0 10.5 28 14

キャベツ中玉約1kg 214 65.9 86.1 285 138

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 234▲1.3 29.3 268 208

食用油
日清サラダ油瓶入
1.650g 715 ０▲3.0 850 580

しよう油キッコーマン濃口瓶入2 t 541 1.3▲4.4 598 498

砂　　糖上白Ug 258 ０ ０ 278 218

小麦粉 Hi*小麦粉フラワーUg (薄力粉） 210 ０ 2.4 238 198
インスタント

　コーヒー ネスカフェ黒ラベル
瓶入150g 1,053 0.1 7.01,098 985

み　　そタヶヤミソIks 339 ０．６ 1.2 358 238

食／-■ン普通品1片(スライスしたもの) 162 1.3 0.6 ･170 120

虎il代 ワイシャツ白の長そで 156 ０ 10.6 250 120

請
求
を
し
な
い
と
、
以
後
請
求
を

行
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
十
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

　
「
児
童
扶
養
手
当
」
は
、
父
母

の
離
婚
な
ど
で
、
父
と
牛
活
夕
兵

に
出
来
な
い
児
童
の
母
、
ま
た
は

父
が
４
体
な
ど
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
所
得
等
の
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
ぐ
は

福
祉
課
母
子
児
竜
福
祉
係
（
容
⑩

3
1
4
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
２
月
の

　
　
　
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
２
月
1
4
日

図
＝
木
幡
公
民
館
、
2
8
日
胞
＝
宇

治
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
～
４
時
▼
内
容
・
：
年
金
や

健
康
保
険
の
仕
組
み
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

都
市
計
画
案
（
東
宇
治
地
区
）
の
縦
覧

　
ｖ
と
き
・
・
・
２
月
７
日
面
1
2
1
日

面
ｙ
と
こ
ろ
…
市
役
所
都
市
計
画

課
▼
計
画
案
・
：
京
都
宇
治
線
・
宇

治
川
東
岸
線
・
明
星
線
・
黄
栞
公
園

須
留
線
・
南
山
南
北
線
・
木
幡
東
西

線
・
南
山
東
西
線
・
羽
戸
山
線
・
川

２
月
７
日
～
2
1
日

東
京
大
線
・
大
和
田
広
芝
線
・
里
尻

大
久
保
線
・
黄
槃
公
園
・
黄
″
ぷ
れ

あ
い
公
園
▼
京
都
宇
沿
線
と
黄
璧

公
園
に
つ
い
て
は
府
庁
、
宇
治
土

木
事
務
所
で
も
縦
覧
出
来
康
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

市
民
体
育
の
お
知
ら
せ

市
民
体
育
課
（
電
話
2
2
3
1
4
1
）

　
少
年
少
女

　
　
陸
上
競
技
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
6
日
出
、
2
7
日

㈹
、
2
8
日
倒
、
3
1
日
囲
、
４
月
１
日

脚
、
２
日
困
、
３
日
出
、
４
日
出
の

８
日
間
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

９
時
半
Ａ
１
１
時
4
5
分
▼
と
こ
ろ
・
・
・

太
陽
が
丘
防
王
競
技
場
ｙ
対
象
…

小
学
生
男
女
▼
定
員
・
：
百
五
十
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
三
千
二
百

円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

往
復
は
が
き
に
、
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
干

6
1
1
宇
治
市
広
野

町
八
軒
屋
谷
―
・
山
城
総
合
運
動

公
園
管
理
事
務
所
（
豊
⑩
1
3
1

3
）
へ
。
３
月
1
2
日
困
ま
で
に
必

着
の
こ
と
。

　
　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
２
月
９
日
㈲
、
午
前

８
時
4
0
分
に
市
民
会
館
前
へ
集
合

（
雨
天
時
は
２
月
1
6
日
面
に
順
延
）

▼
コ
ー
ス
・
：
市
民
会
館
↓
京
阪
宇

治
駅
前
（
バ
ス
）
↓
岩
山
↓
禅
定
寺

↓
猿
丸
神
社
↓
高
尾
↓
宵
待
橋
ま

で
の
約
1
2
a
メ
ー
ト
ル
▼
持
参
品

・
：
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
▼
交
通
費

・
・
・
各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
木

村
長
次
さ
ん
（
き
0
3
6
3
3
）
へ
。

　
　
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
駅
伝
の
部

　
▼
と
き
・
：
３
月
９
日
間
、
受
け

付
け
は
午
前
９
時
～
９
時
5
0
分
▼

と
こ
ろ
…
太
陽
が
丘
陸
上
競
技
場

▼
種
別
・
距
離
・
チ
ー
ム
編
成
・
：

　健康ランニング大会

種別･距離･チーム編成表

左
表
の
と
お
り
▼
対
象
…
小
学
生

以
上
の
健
康
な
人
で
、
各
自
健
康

診
断
か
受
け
て
走
る
こ
と
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
人
▼
参
加

費
（
Ｉ
チ
ー
ム
）
・
・
・
小
学
生
の
部
＝

千
五
百
円
、
一
般
男
子
・
女
子
の

部
１
一
千
五
百
円
、
中
学
男
子
・
女

子
の
部
１
一
千
円
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
：
往
復
は
が
き
に
、

チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
メ
ン
バ
ー
の
氏

名
、
性
別
、
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）

か
明
記
し
、
２
月
2
0
日
團
ま
で
に

〒
ｍ
宇
治
市
広
野
町
八
軒
屋
谷
１

・
山
城
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務

所
（
容
⑩
1
3
1
3
）
へ
。

腫

別

小

学
生
の
部

一
般
女
子
の部

中
学
女
子
の部

一
般
男
子
の部

中
学
男
子
の
部

１区
2.1.' 2.1.* 3.9.゛

２
区
1.5.' 1.5.゛ 2.3.*

３
区
1.5.* 1.5.* 2.3.'

４
区
2.1.' 3.2.* 2.3.゛

５
区／/ 4.5.

チ
ｌ

ム
編
成

提
子 聡子

除高のこ１
く校男選チ
　゜生性手｜
　　｀ﾁ5ム
　4に吠

　　　｡欠　を、と

幼児の交通安全教育
幼児セーフティ・クラブを募集

２
月
３
日
（
月
）
か
ら
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　　　献血

●12日(陸上自衛隊関西地区補給処、10時～

　正午、13時～15時半｡28日(宇治高等専修

　学校,

10時～正午,

13時～15時半)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り|

●10日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発,宇

　治保健所11時半着)｡その他、毎週月曜日

　(午前９時～lO時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない●青少年相談(18日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(5日、19日、京都府

　宇治地方振興局a⑩2049、9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた。賠障

　額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

　険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。交通事

故のご相談は１日も早く。･

　r…………………………………………………………………l

　i　社会福祉協議会の法律（定貝lQ人）・年

　ｉ金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

　１行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談ｉ

　の日程は, 60年度版「市民カレンダーとｉ

　手びき」に掲載。ご利用ください。　　ｌ

ｌ　このほか、市政相談と一般生活相談は

　市役所市民相談室で。消費苦情相談は商

　エ観光課で、教育相談は教育委貝会でパ

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉：

会館３階の家庭児童相談室（a⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の９時-16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（a⑩5652）で。
　　　　¶　 W 　 　 ’ ‾ 　 　 ●
　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　●

●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● I ● ● ● ● ・ ● ● ● ● ● ●・●・♂

第3回宇治市観光写真コンクール応募票

題　名

氏　名

住　所

年　齢
歳
性別 男･女Ｓ

学校名

撮　影
場　所

撮　影
年月日

▲この様式と同じ応募票をつくり

　写真の裏にはってください。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
。
四
季
を
通

じ
た
宇
治
の
表
情
１
．
季
節
感
あ

ふ
れ
る
風
景
、
行
事
、
風
俗
な
ど
、

宇
治
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
か
薪
鮮
な

感
覚
で
と
ら
え
て
ぐ
だ
さ
い
。
な

お
、
新
企
画
と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
も
設
け
ま
し
た
。

　
▼
応
募
資
格
・
：
特
に
な
し
。
ジ

ュ
ニ
ア
の
部
は
小
・
中
学
生
▼
規

格
…
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
四
ツ
切

り
サ
イ
ズ
（
新
し
い
作
品
で
単
写

真
、
禾
発
表
の
も
の
）
。
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
キ
ャ

作
品
を
募
集
（
２
月
１
日
～
2
5
日
）

第
3
回
宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
ビ
ネ
サ
イ
ズ
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
：
写
真
の
裏
に
上
記
要
領

の
応
募
票
を
は
り
、
２
月
2
5
日
脚

ま
で
に
〒
Ⅲ
宇
治
市
宇
治
塔
川

２
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
（
豊

⑩
3
3
3
4
）
へ
。
当
日
消
印
有
効

▼
賞
…
推
薦
２
点
、
特
選
３
点
、
準

特
選
ｉ
点
、
入
選
2
0
点
（
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
は
大
賞
２
点
、
特
選
―
点
、
入

選
ｉ
点
▼
発
表
・
：
３
月
上
旬
（
入

賞
者
全
員
に
直
接
通
知
）
▼
写
真

展
・
：
３
月
中
旬
以
降
、
市
観
光
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
予
定
▼
主
催
・
：
宇

治
市
・
宇
治
観
光
協
会
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
者
は

定
め
た
期
日
ま
で
に
原
版
（
ネ
ガ

ま
た
は
ポ
ジ
）
か
提
出
し
で
Ｉ
だ

さ
い
。
５
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

552

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

｀
　
　
４

日
面
日
南
日
輿
日
吻
日
南
日
㈹

日
吻
日
俐
日
南

口
‥
【
吻

日
困

）
日
出
日
叫
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

－

北
横
島

広
　
野
開
伊
勢
田

蔭
　
山
’

棋
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
栞

木
　
幡

岡
　
屋

福
　
角

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
３

５
・
０
　
６
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
４
・
０

―
・
３
ー
ー
・
３

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
Ｉ
・
２

1
0
‥
0
0
～
１
１
‥
1
0

４
・
０
　
６
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
６
・
０

―
・
４
～
―
・
０

秤
3
0
～
1
4
‥
2
0

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

―
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
３

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
６
・
０

―
・
Ｏ
ー
ー
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
Ｓ
Ｉ
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
０

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

４
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
・
３

３
・
０
　
４
・
０

―
・
３
～
１
・
２

４
・
０
　
５
・
０

―
・
３
～
１
・
４

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
1
0

４
・
０
　
６
・
０

１
・
２
～
Ｉ
・
０

３
・
０
　
４
・
０

―
・
３
～
１
・
０

駐
車
時
間

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
社

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
忿
中
学
校
北
門

南
陵
第
２
児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校
、
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燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）　　　　　　　　　　　　　　　し　尿（城南衛生管理組合電話075－631
－51
71）　　　　　　木　　幡（平尾．須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ

2/3　　19　　　　　　内、赤塚、花揃、金草原、北畠．桧尾、北山
　　　　　　　　　　畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

1　　22　車田、丸山、出口(国鉄以西)、森本(国鉄以西)、谷下り(国鉄以西)

3　　24　福角(国鉄以東)、折坂(府道以東)、平野、一番割、二番割、三番割一部

　　　　　六地蔵（全域）
　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、
4･　20　　　　　中村．南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

4　　25　西浦(国鉄以東)、三番割、芝ノ東(府道両側)、南端(国鉄以東)
5　　26　芝ノ東(府道以東)、広岡谷、南山(Ａ)巾村(さつ喪ヶ丘)

6　　27　南山(B)．金草原
7　　28　南山畑、北山畑、大瀬戸(国鉄以東)、中村(国鉄以東),■東中(国鉄以東)、北畠一部

8　3/1　北畠、桧尾．半尾、須留

　　　　　木　幡（熊小路）　　　　　五ヶ庄（熊雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

　　21　　　　　原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西５　　　　　　　　浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東．高峰山）
　　　　　菟　　道（平町）

10　3/3　花揃、赤塚、陳之内(国鉄以東)、御園、御蔵山　畑山田　北御園　正中(国鉄以東)、町並一部

12　3/4　北御蔵山(平尾)、中御蔵山、町並、奈良町　畑町　炭山令域

13　3/5　正中(国鉄以西)ヽ西中‾部ヽ東中(国鉄以西)ヽ陳之内(国鉄以西)ヽ河原ヽ北島ヽ徳永ヽ
　　　　　　柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

14　　　　　内畑、西中．中村(国鉄以西)、大瀬戸(国鉄以西)、壇ノ東、西浦、熊小路、南端(国鉄以西)

　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一也塚、
　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

　　　　　菟　　道（平町を除く全域）
6　　22　羽戸山１～４丁目
　　　　　明星町（全域）

　　　　　志津川（全域）　　　　　宇　　治（山本、乙方、東内、又振、山田）

15　　　　　大林、梅林、芝ノ東(国鉄以西)、西浦一部
18　　　　寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
19　　　　西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部

20　　　　福角(国鉄以西)、日皆田、岡本、上村、大八木島．笠取
21　　　　車田一部、平町、一里塚、p ノ内(椛島飛地)

　　　　　　宇　　治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、

　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居．琵琶、野神、弐番．
　　　　　　　　　　池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）
7　　24天神台1～3丁目

　　　　　　白　　川（全域）　　　　　　折居台（全域）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

4　　25　田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏．久保．南ノロー部、西裏、寺山(国鉄以西)、
5　　26　寺山(翠光園団地)

　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山(府道以南、市道以東)、中島、
6　　27石塚(心華寺通り以西)

　　　　　小倉町（奥畑）
　　　　　南陵町（全域）
　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）
8　　25　神　　明（全域）

　　　　　宇　　洽（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　琵琶台（全域）　　　　　広野町（小根尾一部）

7　　28　東m　一里山、桐生谷、開町、石塚(心苗寺痢り以東丿　密計一部
8　3/1　小根尾、大開一部、尖山一部、宮東（城南荘太通りPI西）宮西　宮北

　　　　　　野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)、琵琶、若森(国鉄以南)、矢落(国鉄以南).
10　3/3　宮東(城南荘本通り以東)

12　3/4　下居、善法、壱番、妙楽、子文字、里屏x国鉄以南丿　以川
13　3/5　蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川, 令井戸　山本、荒椛丁田中、大垣内、妙見、志津川

　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）
10　26　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）
　　　　　西大久保府営住宅（1～20棟)

　　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、
14 ，　　　　池山、谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)

　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

11　　27 ヵ9岫勁ご詐4、南，ロ、ｵ、上尚、

　　　　　　　　　　　久保）　　　　　　西大久保府営住宅（21～32棟）

㈲

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

たり転出転居．浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　(城南衛生管理組合)

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

1　　22　南堀池(大和、田中)、堀池

　　　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、
3　　24中ノ田、名木、浮面、安田町全域

　　　　　　安田町（全域）　　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

　　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）12　　28　開　　町（国道筋）

　　　　　　広野町（成田．新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

　　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

　　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前、4　　25大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)

5　　25　巾山(近鉄以西), 毛語、若林

6　　27　羽拍子町
7　　28　蛇塚　ま番（府洪以北）池森　米阪

　　３　　北山A ･ B ･ C ･ D団地ヽ中央台ヽ西山(国道以西)ヽ
8　3/1　神楽田(山中含む)　　　　　　宇　　治(半a)

13　3/1　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域ヽ西山）

　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　伊勢田町（北山、大谷．若林、井尻、中山．毛語）

10　3/3　戸ノ内矢蔦(国鉄以北)、若森ぐ国鉄以｣ﾋ)里尻(国鉄以北)、小桜
12　3/4　東目川、西目川、南m合(0～3の通りまで)

13　3/5　mm合(4の通り以降～13の通りまで）
　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

14　3/3　　　　　道筋以南の西浦）
　　　　　　伊勢田町（遊田、砂田）　　　　　　丙大久保府営倖宅ess～a:^捕)

14　　　　　南浦(100~110、84～98、30～33)、大只団地、山際一部
15　　　　南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

　　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、幡貫、
17　　　　郡．石橋(大川原線以東)

　　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前
17　3/4　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　　伊勢田町（南遊田）

18　　　　老ノ木、久保、西山(国道以東)、蓮池、寺内一部

　　　　　　東山．天王、蔭山、吹前、中川原(大川原線以東)、
19　　　　十一(大川原線以東．国道以東)、十六(国道以東)、十八(国a以東)　　　　　棋島町（全域）

18　3/5　小倉町（近鉄以東の新田島）　　　　　宇　　治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）
20　　　　寺内、西浦
21　　　　南Jirts(本通り以北), 南堀池(本通り以南)
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２月の燃えないゴミ・し尿収集日日程表
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